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(57)【要約】
　走査型内視鏡２は、光源ユニット２４から発する照明
光を伝播し、伝播した照明光を先端から出射する光ファ
イバ１４Ｆと、観察対象上において照明光を走査するた
めに光ファイバ１４Ｆの先端を揺動させるアクチュエー
タ１５と、アクチュエータ１５により光ファイバ１４Ｆ
の先端を揺動させるために光ファイバ１４Ｆを固定する
固定ブロック４４と、照明光のうち光ファイバ１４Ｆを
構成するクラッド１４ｂの外周面に到達した光を先端か
ら出射させないために固定ブロック４４よりも先端側の
光ファイバ１４Ｆのクラッド１４ｂの外周面に密着して
設けられかつ照明光のうちクラッド１４ｂの外周面に到
達した光が入射され内部で伝播される接着剤１９と、を
有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部から発する照明光を伝播し、伝播した前記照明光を先端から出射する光ファイバ
と、
　観察対象上において前記照明光を走査するために前記光ファイバの先端を揺動させるア
クチュエータと、
　前記アクチュエータにより前記光ファイバの先端を揺動させるために該光ファイバを固
定する固定部と、
　前記照明光のうち前記光ファイバを構成するクラッドの外周面に到達した光を前記先端
から出射させないために、前記固定部よりも先端側の該光ファイバのクラッドの外周面に
密着して設けられ、かつ前記照明光のうち前記クラッドの外周面に到達した光が入射され
内部で伝播される伝播部と、
　を有することを特徴とする走査型内視鏡。
【請求項２】
　前記伝播部は、入射される光を鏡面反射しない程度の導電率を有し、かつ、屈折率が前
記クラッドの屈折率よりも大きな高屈折率媒体である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項３】
　さらに、前記アクチュエータと前記光ファイバとの間に設けられ、前記固定部によって
固定されるファイバ保持部材と、
　を有することを特徴とする請求項1に記載の走査型内視鏡。
【請求項４】
　前記伝播部は、前記ファイバ保持部材内において前記クラッドの外周面に密着して設け
られることを特徴とする請求項３に記載の走査型内視鏡。
【請求項５】
　前記ファイバ保持部材は、先端側に開口を有し、内径が前記光ファイバのクラッドの外
径より予め定めた寸法大径な媒体用孔を有することを特徴とする請求項４に記載の走査型
内視鏡。
【請求項６】
　前記ファイバ保持部材の媒体用孔は、内径が先端開口側から中心軸に沿って基端方向に
向かうにしたがって小径に変化することを特徴とする請求項５に記載の走査型内視鏡。
【請求項７】
　前記伝播部は、予め定めた粘性を有する液状から硬化して前記クラッドの外周面及び前
記ファイバ保持部材の貫通孔の内周面に密着固定されることを特徴とする請求項３に記載
の走査型内視鏡。
【請求項８】
　前記伝播部は、光吸収特性を有することを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項９】
　前記伝播部の先端面に、光を吸収する光吸収部、又は、光を反射する光反射部を設ける
ことを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項１０】
　さらに、前記観察対象からの戻り光を集光する光学系を有することを特徴とする請求項
１に記載の走査型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明ファイバを走査しつつ被写体に照射した照明光の戻り光を検出して画像
化する走査型内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　ＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの固体撮像素子を有する撮像装置により被写体像を光電変換して
モニタに被写体画像を表示する電子内視鏡が知られている。また、固体撮像素子の技術を
用いず、被写体画像を表示する装置として光走査型内視鏡装置が知られている。光走査型
内視鏡では、観察対象領域上の極小の一点に照射する光を走査させながら連続的に反射光
を受光することにより観察対象領域の画像を撮像する。
【０００３】
　特開２００８－１６５２３６号公報には、照明光を伝達するコアと、コアを覆い、被写
体からの反射光を伝達する少なくとも１つのクラッドとを有する光ファイバと、反射光を
検出する少なくとも１つのフォトセンサと、を備える走査型光ファイバを備えた内視鏡お
よび光ファイバシステムが示されている。
【０００４】
　特開２０１４－０４４２６５号公報には、光ファイバの走査において、複雑な制御を必
要とせず、第一の方向に共振駆動させながら、第二の方向にも安定した走査をすることが
可能な光走査装置が示されている。この光走査装置では、光源部と光走査型内視鏡本体と
の間がシングルモードファイバである照明用光ファイバにより光学的に接続され、検出部
と光走査型内視鏡本体との間がマルチモードファイバにより構成される検出用光ファイバ
バンドルによって光学的に接続されている。　
　しかしながら、特開２０１４－０４４２６５号公報の光走査型内視鏡本体において、被
覆を剥いだ照明光用光ファイバがファイバ保持部材に設けられた内径がファイバ外径より
僅かに大きな貫通孔に一方側から挿入される。そして、他方側から延出されたファイバ先
端部は、接着剤による固定によって片持ち梁状態で支持される。この構成において、ファ
イバ保持部材の一方側端面から露出しているファイバ露出部には外部応力が負荷され易く
、外部応力が負荷されたファイバ露出部は変形されて、クラッディングモード、高次モー
ド等、不要モード光を生じる要因に成り得る。
【０００５】
　なお、照明光用光ファイバの被覆は、クラッドよりも屈折率が高い材質で作られている
。このため、被覆を有する部位で発生した不要モード光は、被覆によって除去可能である
。しかし、被覆が剥がされた照明用光ファイバのクラッドが該クラッドよりも屈折率の低
い空気中、或いは、金属製のファイバ保持部材中に配置されることによって不要モード光
が除去され難い。
【０００６】
　そして、光走査型内視鏡においては、照明光用光ファイバのファイバ先端面から基本モ
ード光のみが出射された場合にスポットサイズが小さく光強度分布がガウス分布となる最
適な照明光による解像度の高い観察対象画像を得られる。しかし、ファイバ先端面から基
本モード光に混ざって不要モード光が出射されてしまった場合、スポットサイズが大きく
なり、観察対象画像の解像度が劣化する。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであって、ファイバ保持部材に片持ち梁状態
で支持される構成の照明光用光ファイバの先端面から不要モード光を除去しつつ基本モー
ド光を出射して解像度が良好な観察対象画像を得られる走査型内視鏡を提供することを目
的にしている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の走査型内視鏡は、光源部から発する照明光を伝播し、伝播した前記照
明光を先端から出射する光ファイバと、観察対象上において前記照明光を走査するために
前記光ファイバの先端を揺動させるアクチュエータと、
　前記アクチュエータにより前記光ファイバの先端を揺動させるために該光ファイバを固
定する固定部と、前記照明光のうち前記光ファイバを構成するクラッドの外周面に到達し
た光を前記先端から出射させないために、前記固定部よりも先端側の該光ファイバのクラ
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ッドの外周面に密着して設けられ、かつ前記照明光のうち前記クラッドの外周面に到達し
た光が入射され内部で伝播される伝播部と、を有している。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】走査型内視鏡装置を説明する図
【図２】走査型内視鏡の挿入部の先端部の構成および光走査ユニットを説明する図
【図３】図２の矢印Ｙ３－Ｙ３線断面図
【図４】図３の矢印Ｙ４－Ｙ４線断面図
【図５】先端開口側から基端方向に向かうにしたがって内径が連続的に小径に変化するテ
ーパー面を有する媒体用孔を設けた構成例を説明する図
【図６Ａ】媒体用孔の先端開口を塞ぐ環状部材を設けた光走査ユニットを説明する図
【図６Ｂ】媒体用孔の先端開口を塞ぐ環状部材を設けた光走査ユニットを説明する図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図面は、模式的に示すものであり、各構成要素を図面上で
認識可能な程度に示すために、各部材の寸法関係や縮尺等は、各構成要素毎に縮尺を異な
らせてあるものであり、本発明は、これらの図に記載された構成要素の数量、構成要素の
形状、構成要素の大きさの比率、および各構成要素の相対的な位置関係のみに限定される
ものではない。
【００１１】
　図１に示すように走査型内視鏡装置１は、走査型内視鏡（以下、単に内視鏡と記載する
）２と、この内視鏡２が接続される本体装置３と、モニタ４と、を有して構成されている
。　
　内視鏡２は、照明光を走査しつつ被検体に照射し該被検体からの戻り光を得る。モニタ
４には、本体装置３で生成された被検体像が表示される。
【００１２】
　内視鏡２は、生体内に挿通される細長な挿入部１１を有する。挿入部１１は、所定の可
撓性を備えたチューブ体を主体として構成され、挿入部１１の先端側には先端部１２が設
けられている。　
　挿入部１１の基端側には図示しないコネクタなどが設けられている。内視鏡２は、該コ
ネクタなどを介して、本体装置３と着脱自在に構成されている。
【００１３】
　先端部１２の先端面１２ａには照明光学系１３を構成する光学部材である先端照明レン
ズ１３ａ、および検出光学系１６を構成する光学部材である集光レンズ１６ａが設けられ
ている。
【００１４】
　符号１３ｂは、第２照明レンズであり、照明光学系１３を構成する光学部材の一つであ
る。第２照明レンズ１３ｂは、１つの光学レンズまたは複数の光学レンズで構成される。
検出光学系１６は、集光レンズ１６ａと検出ファイバ１７とを有する。　
　挿入部１１の内部には、照明光学系１３と、光走査ユニット４０を構成する照明ファイ
バ１４及びアクチュエータ１５と、検出ファイバ１７と、内視鏡メモリ１８等とが設けら
れている。
【００１５】
　内視鏡メモリ１８には内視鏡２に関する各種情報が記憶されている。内視鏡２が本体装
置３に接続された際、内視鏡メモリ１８と後述するコントローラ２３とが図示しない信号
線を介して接続される。　
　内視鏡メモリ１８に記憶されている各種情報は、上記接続状態において該コントローラ
２３によって読み出されるようになっている。
【００１６】
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　照明ファイバ１４は、本体装置３に設けられた光源部となる光源ユニット２４から出射
される照明光を伝播し、伝播した照明光を先端面から出射する。ファイバ先端面から出射
された照明光は、照明光学系１３を通過して観察対象である被写体に向かっていく。
【００１７】
　検出ファイバ１７は、挿入部１１の内周に沿って挿通されている。検出ファイバ１７は
、集光レンズ１６ａによって受光された観察対象からの戻り光を後述する検出ユニット２
６に伝送する。つまり、集光レンズ１６ａは、検出ファイバ１７の先端に配設されている
。　
　なお、検出ファイバ１７は、少なくとも２本以上のファイババンドルである。検出ファ
イバ１７は、内視鏡２が本体装置３に接続された際、後述する分波器３６に接続される。
【００１８】
　図２－図４に示すように照明ファイバ１４は、先端側において被覆１４ｃが剥がされて
クラッド１４ｂが露出されている。符号１４ａは、コアであり、クラッド１４ｂは、コア
１４ａの中心軸に沿って該コア１４ａの周囲に設けられている。クラッド１４ｂの屈折率
は、周知の通り、コア１４ａの屈折率より低く設定されている。　
　なお、被覆１４ｃの先端面は、固定ブロック４４の基端面４４ａに対して予め定めた距
離、離間して配置されている。また、以下の説明において、照明ファイバ１４の被覆１４
ｃが剥がされて露出されているコア１４ａを含むクラッド１４ｂを光ファイバ１４Ｆと記
載する。
【００１９】
　光ファイバ１４Ｆは、ファイバ保持部材であるフェルール４１に挿通配置されて保持さ
れる。　
　なお、フェルール４１は、照明ファイバ１４の外径（例えば、１２５μｍ）に対応する
孔加工を高精度（例えば、±１μｍ）かつ容易に行えるジルコニア、ニッケル等の材質で
形成される。
【００２０】
　本実施形態において、フェルール４１は、ジルコニアなどの非導電素材であり、例えば
四角柱である。フェルール４１は、Ｘ軸方向に対して垂直な側面４２ａ，４２ｃを有し、
Ｙ軸方向に対して垂直な側面４２ｂ，４２ｄを有している。　
　なお、挿入部１１の長手軸方向をＺ軸方向と定義し、このＺ軸方向に直交し、かつ、互
いに直交する２方向をＸ軸方向、Ｙ軸方向と定義している。
【００２１】
　フェルール４１には、中心軸に沿った段付き貫通孔４１ｈが形成されている。段付き貫
通孔４１ｈには、第１の孔であるファイバ用孔４１ｈ１と、第２の孔である媒体用孔４１
ｈ２と、が設けられている。媒体用孔４１ｈ２は、フェルール４１の先端側に位置してお
り、第１の孔より太径である。
【００２２】
　ファイバ用孔４１ｈ１の内径は、光ファイバ１４Ｆの外径より僅かに大きく形成されて
いる。ファイバ用孔４１ｈ１と光ファイバ１４Ｆとの間には予め定めたクリアランスが設
定されている。
【００２３】
　光ファイバ１４Ｆは、段付き貫通孔４１ｈの基端開口４１ｍ１からファイバ用孔４１ｈ
１内に挿通された後、ファイバ用孔４１ｈ１および媒体用孔４１ｈ２を通過して該貫通孔
４１ｈの先端開口４１ｍ２から予め定めた距離延出される。
【００２４】
　媒体用孔４１ｈ２の内径ｄは、光ファイバ１４Ｆを構成するクラッド１４ｂの外径Ｄよ
り予め定めた寸法大径に形成されている。媒体用孔４１ｈ２と光ファイバ１４Ｆとの隙間
には、ファイバーから漏れ出た光が鏡面反射しない程度に導電率が低く屈折率がクラッド
１４ｂの屈折率よりも大きい高屈折率媒体と成り得る、接着剤１９が充填される。
【００２５】
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　光ファイバ１４Ｆの先端開口４１ｍ２から延出された先端側部は、接着剤１９が硬化す
ることによって、フェルール４１に片持ち梁状態で固定支持される。
【００２６】
　接着剤１９は、伝播部材であって、例えば、加熱硬化型、紫外線硬化型等の透明接着剤
であり、予め定めた粘性を有する液状態で媒体用孔４１ｈ２と光ファイバ１４Ｆとの隙間
に充填されて硬化されて伝播部となる。硬化した接着剤１９は、光ファイバ１４Ｆの外周
面及び媒体用孔４１ｈ２の内周面に密着して固定状態になる。また、硬化した接着剤１９
の屈折率は、クラッド１４ｂの屈折率よりも大きい。
【００２７】
　固定ブロック４４は、フェルール４１の基端側が固設される固定部である。固定ブロッ
ク４４は、予め定めた厚みの円板形状であって、リード線挿通孔４４ｈ１及びフェルール
取付孔４４ｈ２が形成されている。
【００２８】
　リード線挿通孔４４ｈ１には複数のリード線４５が挿通配置される。フェルール取付孔
４４ｈ２にはフェルール４１の基端部が嵌合配置されて例えば接着によって一体に固定さ
れる。　
　この固定状態において、ファイバ用孔４１ｈ１と媒体用孔４１ｈ２との境界は、固定ブ
ロック４４の基端面４４ｒより先端側に位置するように構成されている。
【００２９】
　フェルール４１が固定された固定ブロック４４は、枠体４３の基端側の予め定めた位置
に接着等によって一体固定される。一体固定状態において、固定ブロック４４の中心軸と
枠体４３の中心軸とは一致している。
【００３０】
　なお、本実施形態においては、フェルール４１の基端面と固定ブロック４４の基端面４
４ｒとを面一致状態にすることによって、片持ち梁状態の光ファイバ１４Ｆの先端面が枠
体４３の長手方向の予め定めた位置に配置されるようにしてある。　
　アクチュエータ１５は、例えば圧電素子であって、本実施形態において４つのアクチュ
エータ１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄにより構成される。各アクチュエータ１５ａ、１
５ｂ、１５ｃ、１５ｄは、照明ファイバ１４の先端側の予め定めた位置に設けられる。各
アクチュエータ１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄは、フェルール４１の各側面４２ａ、４
２ｂ、４２ｃ、４２ｄに隣接するそれぞれが９０°点対称の位置に設けられている。　
　つまり、フェルール４１は、アクチュエータ１５と照明ファイバ１４との間に配設され
る。
【００３１】
　これらのアクチュエータ１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄは、圧電素子（ピエゾ素子）
の離反する２つの面に電極が設けられた構成であり、後述するドライバユニット２５から
の駆動信号に応じて伸縮する。
【００３２】
　各アクチュエータ１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄは、フェルール４１に振動を与えて
、照明ファイバ１４の先端を揺動させて、照明ファイバ１４の先端を楕円螺旋状に走査さ
せる。　
　照明ファイバ１４、フェルール４１、およびアクチュエータ１５は、走査部である光走
査ユニット４０を構成する。
【００３３】
　なお、照明ファイバ１４を大きく揺動させる共振周波数は、照明ファイバ１４の径、お
よび、フェルール４１の先端面からの突出長である自由端長さによって決定される。
【００３４】
　また、各アクチュエータ１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄは、一対の電極を有した圧電
素子から構成された圧電振動子に限定されるものではなく、例えば、電磁駆動するコイル
型振動子であってもよい。
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【００３５】
　また、各アクチュエータ１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄのＧＮＤ電極は、フェルール
４１が非導電素材の場合、フェルール４１の表面に導電膜加工を施し、ＧＮＤ電極とする
。一方、フェルール４１にニッケルなどの導電素材を用いる場合にはフェルール４１自体
をＧＮＤ電極とする。
【００３６】
　また、上述した説明においてフェルール４１を四角柱としている。しかし、フェルール
４１は、四角柱に限定されるものではなく、例えば、円柱状のフェルール、如何なる形状
の角柱のフェルールであってもよい。
【００３７】
　図１に示すように本体装置３には、電源２１と、本体メモリ２２と、コントローラ２３
と、光源ユニット２４と、ドライバユニット２５と、検出ユニット２６等と、が設けられ
ている。
【００３８】
　光源ユニット２４は、３つの光源３１ａ，３１ｂ，３１ｃと、合波器３２と、を有して
構成されている。　
　ドライバユニット２５は、信号発生器３３と、デジタルアナログ（以下、Ｄ／Ａという
）変換器３４ａ、３４ｂと、アンプ３５と、を有して構成されている。
【００３９】
　検出ユニット２６は、分波器３６と、検出器３７ａ、３７ｂ、３７ｃと、アナログデジ
タル（以下、Ａ／Ｄという）変換器３８ａ、３８ｂ、３８ｃと、を有して構成されている
。　
　電源２１は、図示しない電源スイッチなどの操作に応じて、コントローラ２３へ電源を
供給する。
【００４０】
　本体メモリ２２には、本体装置３全体の制御を行うための制御プログラム等が記憶され
ている。　
　コントローラ２３は、電源２１からの電源の供給が開始されると、本体メモリ２２から
制御プログラムを読み出し、光源ユニット２４、ドライバユニット２５、検出ユニット２
７の制御を行う。
【００４１】
　光源ユニット２４の光源３１ａ，３１ｂ，３１ｃは、コントローラ２３の制御に基づき
、それぞれ異なる波長帯域の光、例えば、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の波長帯域の光
を合波器３２に出射する。合波器３２は、光源３１ａ，３１ｂ，３１ｃから出射されたＲ
，Ｇ，Ｂの波長帯域の光を合波し、照明ファイバ１４に向けて出射する。
【００４２】
　ドライバユニット２５の信号発生器３３は、コントローラ２３の制御に基づき、照明フ
ァイバ１４の先端を所望の方向、例えば、楕円螺旋状に走査させるための駆動信号を出力
する。
【００４３】
　信号発生器３３は、照明ファイバ１４の先端を挿入部１１の長手軸に対して左右方向（
Ｘ軸方向）に駆動させる駆動信号を第１Ｄ／Ａ変換器３４ａに出力し、挿入部１１の挿入
軸に対して上下方向（Ｙ軸方向）に駆動させる駆動信号を第２Ｄ／Ａ変換器３４ｂに出力
する。　
　Ｄ／Ａ変換器３４ａ、３４ｂは、それぞれ入力された駆動信号をデジタル信号からアナ
ログ信号に変換し、アンプ３５に出力する。アンプ３５は、入力された駆動信号を増幅し
てアクチュエータ１５に出力する。
【００４４】
　本実施形態において、第１の駆動部としての２つのアクチュエータ１５ａ，１５ｃは、
Ｄ／Ａ変換器３４ａからの駆動信号に応じて駆動し、第２の駆動部としてのその他２つの
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アクチュエータ１５ｂ，１５ｄは、Ｄ／Ａ変換器３４ｂからの駆動信号に応じて駆動され
て、照明ファイバ１４の自由端である先端を揺動させ、楕円螺旋状に走査させる。
【００４５】
　これにより、光源ユニット２４から照明ファイバ１４に出射された光は、観察対象の被
検体上に楕円螺旋状に順次照射される。
【００４６】
　被検体に照射され、該被検体の表面領域で反射された戻り光は、検出ファイバ１７によ
って検出ユニット２６の分波器３６に導光される。分波器３６は、例えば、ダイクロイッ
クミラーなどであり、所定の波長帯域で戻り光を分波する。　
　分波器３６は、検出ファイバ１７により導光された戻り光を、Ｒ，Ｇ，Ｂの波長帯域の
戻り光に分波し、それぞれ検出器３７ａ、３７ｂ，３７ｃに出力する。
【００４７】
　検出器３７ａ、３７ｂ、３７ｃは、それぞれＲ，Ｇ，Ｂの波長帯域の戻り光の光強度を
検出する。検出器３７ａ、３７ｂ、３７ｃで検出された光強度の信号は、それぞれＡ／Ｄ
変換器３８ａ、３８ｂ，３８ｃに出力される。Ａ／Ｄ変換器３８ａ、３８ｂ、３８ｃは、
それぞれの検出器３７ａ、３７ｂ、３７ｃから出力された光強度の信号をアナログ信号か
らデジタル信号に変換し、コントローラ２３に出力する。
【００４８】
　コントローラ２３は、Ａ／Ｄ変換器３８ａ、３８ｂ、３８ｃからのデジタル信号に所定
の画像処理を施して被写体像を生成し、モニタ４に表示する。
【００４９】
　ここで、挿入部１１の先端部１２の内部に設けられる光走査ユニット４０の作用を説明
する。　
　光ファイバ１４Ｆは、フェルール４１に形成されたファイバ用孔４１ｈ１に挿通配置さ
れることによって、固定ブロック４４の基端面４４ｒ近傍に配置された光ファイバ１４Ｆ
に応力が付加されやすい。そして、光ファイバ１４Ｆに応力が付加されて光ファイバ１４
Ｆが変形されてしまった場合、不要モード光が発生し、基本モード光がコア１４ａ内を伝
播され、不要モード光がクラッド１４ｂ内を伝播されて光ファイバ１４Ｆの先端面に向か
っていく。
【００５０】
　本実施形態において、フェルール４１の媒体用孔４１ｈ２に挿通されている光ファイバ
１４Ｆの外周面には硬化して屈折率がクラッド１４ｂの屈折率よりも大きな接着剤１９が
密着して設けられている。　
　したがって、クラッド１４ｂ内を伝播されていく不要モード光は、クラッド１４ｂと接
着剤１９との界面から接着剤１９に侵入してクラッド１４ｂ内から除去される。この結果
、光ファイバ１４Ｆの先端面からコア１４ａ内を伝播する基本モード光を主に出射させる
ことができる。
【００５１】
　したがって、片持ち梁状態に支持された光ファイバ１４Ｆを揺動させた走査状態におい
て、光ファイバ１４Ｆの先端面からスポットサイズが小さく光強度分布がガウス分布の照
明光を観察対象の被検体上に楕円螺旋状に順次照射して、解像度が高い良好な観察対象観
察画像を得ることができる。
【００５２】
　なお、上述した実施形態においては、媒体用孔４１ｈ２と光ファイバ１４Ｆとの隙間に
ファイバが漏れ出た光が鏡面反射しない程度に導電率が低く屈折率がクラッド１４ｂの屈
折率よりも大きい接着剤１９を充填するとしている。しかし、以下に示す構成であっても
よい。
【００５３】
　接着剤１９中に不要モード光を吸収するフィラーを混入する。この結果、クラッド１４
ｂから接着剤１９に侵入した不要モード光がフィラーによって吸収して接着剤１９内を伝
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播する不要モード光が減少する。なお、接着剤１９中に不要モード光を吸収するフィラー
を混入させる代わりに、媒体用孔４１ｈ２の内面を黒染めして不要モード光を吸収するよ
うにして同様の作用及び効果を得るようにしてもよい。
【００５４】
　また、図５に示すように媒体用孔４１ｈ３の内面は、内径が先端開口４１ｍ２側から中
心軸の基端方向に向かうにしたがって連続的に小径に変化するテーパー面としている。そ
して、媒体用孔４１ｈ３と光ファイバ１４Ｆとの隙間には接着剤１９が充填され、該接着
剤１９が硬化して設けられている。
【００５５】
　この構成によれば、クラッド１４ｂと接着剤１９との界面から侵入した不要モード光は
、傾斜した接着剤１９と媒体用孔４１ｈ３の内面との界面で反射され、繰り返し反射され
る度に反射角度を変化される。この結果、不要モード光がクラッド１４ｂに再侵入するこ
とを防止することができる。　
　そして、接着剤１９に上述したフィラーを混入する、或いは、媒体用孔４１ｈ３の内面
を黒染めして不要モード光を吸収するようにしてもよい。
【００５６】
　また、図６Ａ、図６Ｂに示すようにフェルール４１に形成されている媒体用孔４１ｈ２
、４１ｈ３の先端開口４１ｍ２を塞いで光が漏れ出ることを防止する環状部材２０が設け
られている。環状部材２０は、不要モード光を吸収する光吸収部、又は、不要モード光を
反射させる光反射部であり、接着剤１９に一体に接着固定される。
【００５７】
　この構成によれば、接着剤１９に侵入して接着剤１９内を伝播された不要モード光が接
着剤先端面から外部に出射されることを防止することができる。　
　なお、図６Ａ、図６Ｂにおいて、環状部材２０の内周面と光ファイバ１４Ｆの外周面と
の間に予め定めた間隙を設けて光ファイバ１４Ｆの揺動が妨げられることを防止している
。
【００５８】
　なお、フェルール４１から延出されている光ファイバ１４Ｆの外周面に接着剤１９を塗
布して硬化させて、クラッド１４ｂ内を伝播されていく不要モード光をクラッド１４ｂと
接着剤１９との界面から接着剤１９に侵入させて除去するようにしてもよい。
【００５９】
　本発明によれば、ファイバ保持部材に片持ち梁状態で支持される構成の照明光用光ファ
イバの先端面から不要モード光を除去しつつ基本モード光を出射して解像度が良好な観察
対象画像を得られる走査型内視鏡を実現できる。
【００６０】
　上述の実施の形態に記載した発明は、その実施の形態および変形例に限ることなく、そ
の他、実施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形実施し可能である。
【００６１】
　本出願は、２０１４年１１月２６日に日本国に出願された特願２０１４－２３９１５８
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求
の範囲に引用されるものとする。
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【図６Ｂ】

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月4日(2016.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一態様の走査型内視鏡は、光源部から発する照明光を伝播し、伝播した前記照
明光を先端から出射する光ファイバと、観察対象上において前記照明光を走査するために
前記光ファイバの先端を揺動させるアクチュエータと、前記アクチュエータにより前記光
ファイバの先端を揺動させるために該光ファイバを固定する固定部と、前記固定部よりも
先端側の該光ファイバのクラッドの外周面に密着して設けられ、かつ前記照明光のうち前
記クラッドの外周面に到達した光が入射され内部で伝播または吸収される伝播部と、を有
している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部から発する照明光を伝播し、伝播した前記照明光を先端から出射する光ファイバ
と、
　観察対象上において前記照明光を走査するために前記光ファイバの先端を揺動させるア
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クチュエータと、
　前記アクチュエータにより前記光ファイバの先端を揺動させるために該光ファイバを固
定する固定部と、
　前記固定部よりも先端側の該光ファイバのクラッドの外周面に密着して設けられ、かつ
前記照明光のうち前記クラッドの外周面に到達した光が入射され内部で伝播または吸収さ
れる伝播部と、
　を有することを特徴とする走査型内視鏡。
【請求項２】
　前記伝播部は、入射される光を鏡面反射しない程度の導電率を有し、かつ、屈折率が前
記クラッドの屈折率よりも大きな高屈折率媒体である、
　ことを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項３】
　さらに、前記アクチュエータと前記光ファイバとの間に設けられ、前記固定部によって
固定されるファイバ保持部材と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項４】
　前記伝播部は、前記ファイバ保持部材内において前記クラッドの外周面に密着して設け
られることを特徴とする請求項３に記載の走査型内視鏡。
【請求項５】
　前記ファイバ保持部材は、先端側に開口を有し、内径が前記光ファイバのクラッドの外
径より予め定めた寸法大径な媒体用孔を有することを特徴とする請求項４に記載の走査型
内視鏡。
【請求項６】
　前記ファイバ保持部材の媒体用孔は、内径が先端開口側から中心軸に沿って基端方向に
向かうにしたがって小径に変化することを特徴とする請求項５に記載の走査型内視鏡。
【請求項７】
　前記伝播部は、予め定めた粘性を有する液状から硬化して前記クラッドの外周面及び前
記ファイバ保持部材の貫通孔の内周面に密着固定されることを特徴とする請求項３に記載
の走査型内視鏡。
【請求項８】
　前記伝播部は、光吸収特性を有することを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項９】
　前記伝播部の先端面に、光を吸収する光吸収部、又は、光を反射する光反射部を設ける
ことを特徴とする請求項１に記載の走査型内視鏡。
【請求項１０】
　さらに、前記観察対象からの戻り光を集光する光学系を有することを特徴とする請求項
１に記載の走査型内視鏡。
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到达外周表面。 为了防止光从尖端射出，设置成与固定块44的尖端侧的
光纤14F的包层14b的外周面紧密接触，在照明光中，到达包层14b的外
周面的光入射到内部。 并且粘合剂19被传播。
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